
 年  月  日 

中野区長 宛て 

 

中野区給付型奨学金内定者認定申請書 

 

中野区奨学金の支給に関する条例施行規則第１５条第１項の規定に基づき、内定者の認

定を受けたいので、次のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 申請者の状況等 

ふりがな  生年月日  

氏  名  電話番号  

現 住 所 
〒 

 

現在在学している学校 

現在在学している学校又は最後に卒業・修了した学校 

 

    立         校         学部・学科 

 

□ 在学中   令和  年  月卒業見込 

□ 卒業        令和  年  月卒業・修了 

□ その他（             ） 

国籍・在留資格等に関

する確認 

申請者は、日本国籍を有していますか。 

□ 有している 

□ 有していない 

※「有していない」に該当する場合は、在留資格、在留期間等を確認できる書類を添付してく

ださい。 

支給額算定基準額                                  円 

 

２ 申請事項の連絡先 

  本申請について、区から問い合わせをさせていただくことがございます。問い合わせさせてい

ただく際に、連絡してほしい連絡先を教えて下さい。 

□ 申請者本人 

□ 申請者以外【具体的な連絡先を下記にご記入ください。】 

ふりがな  続柄  

氏  名  電話番号  

 



３ 進学希望校の情報 

進学希望校   立        校         学部・学科 

進学希望校の授

業料等について 

授業料 円 

入学金 円 

その他学費 

（施設整備費等） 
円 

進学後の 

通学形態（予定） 

□ 自宅通学予定 

□ 自宅外通学予定 

□ 未定 

※自宅外通学とは、生計維持者と別居し、家賃を支払って生活する場合で、区が定める要件に該当

する通学形態をいいます。 

※進学希望校の情報は、支給見込額の把握及び予算算定のために確認するものです。試験に不合格とな

った場合等により異なる学校へ進学することとなっても、そのことをもって審査結果に影響するもので

はありません。 

 ただし、入学後に進学する学校が国の定める確認大学等に該当しないことが判明した場合は、奨学金

の支給対象となりません。 

 

４ 生計維持者の状況等 

1 

ふりがな  
生年月日  続柄  

氏名  

現住所  

支給額算定基準額                          円 

2 

ふりがな  
生年月日  続柄  

氏名  

現住所  

支給額算定基準額                          円 

※１国の給付型奨学金に申請している場合は、国制度への申請において申告した生計維持者と同一の

者を記入してください。なお、国制度への申請後に世帯状況等に変更があった場合は、申請日時点の

状況を記入してください。 

 

※２生計維持者は原則、父母の２名です。異なる場合は、以下の理由欄に理由を記載ください。 

 

  
（理由欄） 

 

 



５ 国制度（高等教育の修学支援新制度）との関係 

（１）国制度への申請状況 

□ 国制度に申請中である。 

□ 国制度の給付奨学生採用候補者となっている。 

□ 国制度の対象となる可能性があるが、現時点で申請していない。 

□ 国制度の対象外である。 

※本奨学金は、国制度の対象となる場合には、原則として国制度に申請

していることを前提としています。国制度の対象となる可能性があるに

もかかわらず申請していない場合は、本奨学金の対象外となることがあ

ります。 

（２）国制度の対象外として申請

する理由 

※（１）で「国制度の対象外である」を選択した方のみ、募集案内の「要

件３ 国制度との関係」を確認の上、該当する理由にチェックしてくだ

さい。 

□ 収入要件により対象外である。 

 ※支給額算定基準額が第４区分相当(51,300 円以上 154,500 円未満)

であり、多子世帯支援又は理工農系支援の対象とならない場合 

□ 資産要件により対象外である。 

□ 高等学校等を卒業又は修了してからの期間により対象外である。 

□ 高等学校卒業程度認定試験の合格等からの期間により対象外であ

る。 

□ 外国における学校教育課程等の修了後の期間により対象外である。 

□ 学校教育法第９０条第２項に基づく入学資格により対象外である。 

□ 個別の入学資格審査により対象外である。 

□ その他、国制度上、給付奨学生となることができない理由がある。 

 理由（                         ） 

 

６ 申請時の確認事項 

以下に同意いただけましたら、チェックしてください。 

□ 申請に当たり、給付の適否に必要な課税台帳及び住民基本台帳等を区が確認することに同意します。 

□ 

本奨学金は、国制度の対象となる場合には、原則として国制度に申請していることが必要であり、国

制度の対象となる可能性があるにもかかわらず申請していない場合は、原則として本奨学金の対象

外となることを確認しました。 

□ 
申請書の記載内容又は添付書類に事実と異なる内容があることが判明した場合は、内定者の認定を

受けられないこと又は内定者の認定を取り消されることがあることを確認しました。 

 

 


